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1 はじめに

ソフトウェア開発において、保守や改良のためにプログラムの理解が必要である。し
かし、プログラムの理解において、多くの参照関係で構成されるソースプログラム中から
必要な部分を読み進めていくうちに方向感覚を喪失しやすい。
これまでに、ソースプログラムをブラウズするツールとして、GLOBAL[1], LXR[2],
書籍モデル [3]などが提案されている。ソースプログラムという巨大なドキュメントに対
するインデックスとして、[1], [3]では関数のコールグラフを基にしたものを提供してい
る。コールグラフによる基本的なナビゲーションは提供できるものの、複雑な呼び出し
関係を持つ大きなプログラムの理解には、呼び出し経路により動作が変化する関数もあ
るため、これらの単純な表示では十分でない。
そこで、本研究は理解支援を目的に、ソースプログラムの閲覧経路を表すナビゲーショ
ンツールを提案する。これにより、ソースプログラム上での方向感覚を利用者に与え、プ
ログラム構造の理解支援を目指す。

2 VCRGL
C言語のコールグラフを 3次元に視覚化する VCRGL[4]が提案されている。VCRGL
は、ファイルを表す複数の円盤の円周上にそれぞれのファイルにある関数のノードが配
置される。円の中心に注目する関数のノードが配置されていて、その関数から関数呼び
出しのエッジが放射状に表示される。関数呼び出しを辿る操作により、現在注目してい
る関数のノードが常に円の中心に表示される。インタラクティブなコールグラフビュー
ワという点が VCRGLの大きな特徴である。

図 1: システム構成

3 システム構成

CASEツール・プラットフォーム Sapid[5]によって解析されたソースプログラムを提
示するプログラムブラウザを提案する。
コールグラフビューワとプログラムブラウザを連携させることで (図 1)、ツリー構造の

コールグラフを添えただけの既存のツールに比べてより理解を促進させることができる。
その連携は、コールグラフビューワで注目する関数を移動すると、プログラムブラウザに
その移動が反映される。また、ブラウザで呼び出し関数を辿る、前の関数に戻るという操
作をすると、コールグラフビューワの注目する関数もプログラムブラウザに表示されて
いる関数に移動するというものである。VCRGL を機能拡張することで、コールグラフ
ビューワでの閲覧経路の提示を行う。
閲覧経路の提示により、現在注目している関数までの呼び出し経路を理解することが

できる。また、ある関数に異なる経路からの呼び出しがある場合、呼び出し順による動作
の差異を理解し易い。さらに、呼び出す経路の網羅度合いから、関心のある関数に対する
解析具合を容易に把握することが可能である。

4 まとめ

本稿では、コールグラフビューワとプログラムブラウザを組み合わせることによって、
利用者が辿った関数の方向感覚を見失うことなくプログラムの読解ができるプログラム
ブラウザのためのナビゲーション機能を提案した。本システムは、既存のプログラムブ
ラウザにはない、インタラクティブなコールグラフと閲覧経路の視覚化により機能性の
高いナビゲーションが可能である。
今後の課題には、他のプログラム言語への適用と関数ポインタを用いた動的な呼び出

し関係の提示がある。
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